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対応整理の実在系に対する適用性を示した図が第 1図である. 0El/nの値は,Ar k
対して 1000 oKの希薄領域の粘度が次のIJ (12-6)ポテ ンシャルで成立す る
Hirshfelderの式と一致するように求めた｡









ている｡ また,同図の石には, Verletら3)の L J(12-6)に対するMD計算値 ,
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第2図 高密度領域の対応整理
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第 3図 ベ ンゼン(A)-シクロ-キサン (B)2成分系の拡散
係数の計算値と実測値との比較 (25℃)
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